
日 ＞
22 P

（39～60）

日 ＞
21 P

（17～38）

4 神 幸 祭 ・ 還 幸 祭 ＜ 8 月

3 神 幸 祭 ＜ 8 月

日 ＞
10 P

（7～16）

日 ＞
6 P

（1～6）

2 例 祭 ＜ 8 月

＞

1 お 宮 参 り ＜ 8 月

＞ 年番 ： 田中町

神 幸 祭 ・ 還 幸 祭

＜ 8 月 日
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○ 御綱掛、サラシ巻終了後、御神酒3本を御神輿の上にお供えする 神 輿 受 渡 担 当

○ 年番町は、御仮殿向かって右側に整列し各行事に参列し、司会の進行
により執り行う

司 会 （ 総 代 ）

口上 「儀式を始めますので整列をお願いします」

○ 年番町総代は、和田町様責任者に挨拶し、和田町若衆頭様の奉仕によ
り、御神輿にサラシが巻かれ続いて、お綱掛けが行われる

総 代

口上 「お願い致します」

口上 「お綱掛けよろしくお願い致します。」

○ 終わって注連の笹竹を撤収する お 仮 殿 担 当

○ 和田町若衆会長様より、年番町に　「只今よりお綱掛けを始めます」の
ご挨拶がある

和田町若衆会 長様

口上 「お綱外し有り難うございました。」

○ 年番町4人、和田町様3人前に出て、年番町総代が和田町様にお綱掛
けお願いの挨拶をする

総 代

○ 釈迦町若衆様が御仮殿到着後「二礼、二拍手、一礼」し、御仮殿に入り
緋綱外しを行う

釈 迦 町 若 衆 様

○ 釈迦町若衆様の奉仕により、御神輿を御仮殿中央注連内に移動し奉安
する

5:20 ○ 年番町総代は、釈迦町若衆様にお綱外し奉仕お礼の挨拶を行い、御神
酒3本をお上げする

総 代

○ 各係員は脱帽し御神輿のお綱外し奉仕の和田町若衆様をお迎えする 神 輿 警 護 担 当

＊「ご苦労様です」と声をかける　　　

4:30 ◎ 御神輿お綱外しの儀 神 輿 受 渡 担 当

4:15 ○ 各係員は脱帽し御神輿のお綱外し奉仕の釈迦町若衆様をお迎えする 神 輿 警 護 担 当

＊「ご苦労様です」と声をかける　　　

○ 御仮殿前両側に整列し、和田町若衆様の到着をお待ちする 神 輿 受 渡 担 当

4:00 ○ 安藤パーマ交差点より釈迦町若衆様をご案内し、御仮殿前とともに、
交通安全に努める

交 通 担 当 御 仮 殿

4:10 ○ 各係員は御仮殿前両側に整列し、釈迦町若衆様の到着をお待ちする 神 輿 受 渡 担 当

3:30 ◎ 正装し堤燈持参で、年番事務所に集合し、御仮殿へ向かう 総 務 担 当 年 番 事 務 所

○ ＊太鼓移動（天満宮⇒御仮殿⇒御腰掛け⇒御仮殿⇒天満宮） 連 絡 担 当

2:00 ◎ 年番事務所に集合し、お浜入り所へ向かう 神 輿 受 渡 担 当 年 番 事 務 所

○ 御神輿のお浜入りのため土嚢を敷き詰める（クレーン車・パレット使
用）。
終了後解散する 神 輿 警 護 担 当

左 記 担 当

御 浜 入 所

＊（神輿受渡、神輿警護担当、前駆、獅子警護、白丁、風流物、お迎
え、交通の各担当）
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○ 神輿警護担当は御神輿と同行し、警護にあたり安全の確保をする（先頭
２名）

神 輿 警 護 担 当

＊衣装は白いダボシャツ、股引、地下足袋でそろいの衣装を着用する

御 仮 殿

○ 交通担当は御神輿の進行より前を進み、御神輿の進行に対し交通安全
の確保に当る

交 通 担 当

馬は高中低あり、「御腰掛けでは高」、「お仮殿では中」、「天満宮では
高」を用意する

＊衣装は年番衣装を着用する

⑤
和田町総代様、年番町総代、責任役員様の御神酒頂戴を行う

司 会 （ 総 代 ）

⑥ 和田町役員様、和田町若衆頭様、年番町、もみ手の順に御神酒頂
戴を行う

6:00 ◎ 花火合図によりお浜入りのため御仮殿を出発する 神 輿 受 渡 担 当

④ 口上 「御神酒頂戴の準備が整うまで少々お待ち下さい」 司 会 （ 総 代 ）

口上
「和田町総代様による御神酒頂戴を行います。よろしくお願
いします」

③ 口上
「和田町若衆代表様に、御神輿にお神酒をかけていただき
ます。よろしくお願いします」

司 会 （ 総 代 ）

和田町若衆代表様による、御神輿にお神酒をおかけする 和田町若衆代 表様

② 口上 「和田町役員様による諸注意をお願いします」 司 会 （ 総 代 ）

和田町様役員による諸注意 和 田 町 役 員 様

① 口上 「和田町総代様の音頭により、手打ち式を行います」

和田町総代様の音頭により、手打ち式（1本〆）を行う 和 田 町 総 代 様

口上
「お綱掛けが終わりましたので、年番町より　和田町様に御神
輿をお引渡し致します」

○ 和田町総代様より、　「お引き受けいたします」のご挨拶がある 和 田 町 総 代 様

○ 手打ち式 司 会 （ 総 代 ）

③ 口上
「年番町から和田町様へ御神輿引渡しを行います。年番町
総代、並びに和田町総代様よろしくお願いします。」

○ 年番町総代より挨拶 総 代

① 口上 「只今から、御神輿引渡しの祭儀を執り行います」

② 口上 「宮司様によりお神輿のお祓いをお願いします」

5:40 ◎ 御神輿引渡しの儀 神 輿 受 渡 担 当 御 仮 殿

○ 和田町役員様、各係員及び年番町役員整列し、司会の進行により執り
行う

司 会 （ 総 代 ）
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＊ 御神輿関係の「お神酒３０升」及び「かけ水」は和田町様が用意し、賽銭箱
はその都度出し入れする

神 輿 受 渡 担 当

＊ 馬は高中低あり、「御腰掛けでは高」、「お仮殿では中」、「天満宮では高」を
用意する

○ 御仮殿への還幸供奉行列に備え、威儀物の確認と高張堤燈等担当白
丁の確認にあたる

白 丁 担 当

○ 年番町印持ち係員、金棒、拍子木係員の準備と確認にあたる 前 駆 担 当

○ 御旅所にて、御神輿のお上がり準備にあたる 神 輿 受 渡 担 当 御 旅 所

＊（神輿警護、交通の各担当は御旅所で合流する） 左 記 担 当

9:00 ◎
各係員は正装し堤燈持参にて、年番事務所に集合し御旅所へ向かう 総 務 担 当

年 番 事 務 所

○ ＊（総務統括、総務、白丁、神輿受渡、書記、記録、前駆、獅子警護、報
導、稚児・手古舞行列、稚児・手古舞救護、行列案内、風流物、呼出、
受付、お迎え、連絡　の各担当）

左 記 担 当

8:00 ◎ 白丁を迎えに行き、御旅所出発行列の準備をする 白 丁 担 当 年 番 事 務 所

○ ＊（白丁着替え場所　：　漁村センター様） 漁村センター

○ 下記担当は朝食をとり、正装し堤燈持参し年番事務所前にて御神輿を
お迎えする。以後、応接及び会計・事務処理等に当たる

事 務 所 担 当
年 番 事 務 所

＊（町内会計、天満宮会計、事務所、応接渉外、食糧、お宮番、奉仕庶
務、奉仕渉外の各担当

左 記 担 当

○
年番事務所での朝食を手配する

食 糧 担 当
奉 仕 庶 務 担 当

年 番 事 務 所

7:30 ○ 旧お腰掛け（海洋高校前）にて御神輿をお迎えした後、年番事務所に戻
り朝食をとり、御旅所（お腰掛）でのお迎え準備をする

左 記 担 当＊（総務統括、総務、白丁、神輿受渡、書記、記録、前駆、獅子警護、報
導、稚児・手古舞行列、稚児・手古舞救護、行列案内、風流物、呼出、
受付、お迎え、連絡　の各担当）

○
お仮殿担当の朝食を、御仮殿に届ける

食 糧 担 当
奉 仕 庶 務 担 当

御 仮 殿

○ ＊お仮殿担当は朝食とする お 仮 殿 担 当

○
お宮番担当の朝食を、天満宮に届ける

食 糧 担 当
奉 仕 庶 務 担 当

天 満 宮

○ ＊お宮番担当は朝食とする お 宮 番 担 当

6:30 ○
神輿警護担当、交通担当の朝食を旧御腰掛け(海洋高校）前へ届ける

食 糧 担 当
奉 仕 庶 務 担 当

旧 御 腰 掛 け

7:00 ○ ＊神輿警護担当、交通担当は休憩朝食とする
神 輿 警 護 担 当
交 通 担 当

6:00 ◎ 天満宮宿営を交代する　（交代したお宮番担当は年番事務所へ戻る） お 宮 番 担 当 天 満 宮

6:10 ◎ 食糧担当は年番事務所へ戻り、各係員へ朝食の手配をする　（人員は前
日確認）

食 糧 担 当
奉 仕 庶 務 担 当

年 番 事 務 所
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④ 続いて和田町役員様、和田町若衆頭様、年番町若連代表、もみ手
の順に御神酒頂戴を行う

神 輿 警 護 担 当

⑤
年番町により、一般の方に御神酒頂戴が行われる 風 流 物 担 当

①
口上

「只今からお神酒頂戴の儀に入ります。和田町総代様、
田中町総代、責任役員様・・・・」

司 会 （ 総 代 ）

②
和田町総代様、年番総代、責任役員様の御神酒頂戴をする

神 輿 受 渡 担 当

司 会 （ 総 代 ）

⑦
和田町若衆頭会長様の音頭で手打ち式を行う（３本〆）

和 田 町
若 衆 頭 会 長 様

○ 御神酒頂戴の儀 神 輿 受 渡 担 当

口上 「お受けいたします。」

⑥
口上

「和田町様若衆頭会長の音頭で３本〆で手打ち式をお
願いします」

④
和田町総代様より、年番総代に御神輿のお引渡しの挨拶がある 和 田 町 総 代 様

⑤
年番総代は、お引き受けの挨拶をする 総 代

②
宮司により、御祈祷が執り行われる 宮 司

③
口上

「和田町様、年番町へ御神輿のお引渡しをお願いしま
す」

司 会 （ 総 代 ）

○ 御神輿引き渡しの儀式 神 輿 受 渡 担 当

①
口上

「只今より、御神輿引き渡しの儀式を執り行います。ご祈
祷よろしくお願いします」

司 会 （ 総 代 ）

和 田 町
若 衆 代 表 様

○ 和田町若衆代表様により御神輿に御神酒をお掛けする
和 田 町

若 衆 代 表 様

○ 御神輿の上に、御神酒３本をお供えする 神 輿 受 渡 担 当

＊ 和田町様は　　　向かって右側に整列する

＊ もみ手は　　　　　　向かって右側和田町様の後方に整列する

○ 和田町若衆代表様により御神輿をお洗いする

○ 御神輿が御旅所にお上がりになり、中央に奉安する 神 輿 受 渡 担 当

＊ 各係員は　　　　向かって左側に整列する

＊ 責任役員様は　向かって左側上部に整列する

10:00 ◎ 御神輿が到着する前に、御旅所中央注連笹竹を撤収する お 迎 え 担 当 御 旅 所

◎ 各係員御旅所向かって左側に整列し、御神輿の御旅所にお上がりをお迎
えする　　（道路）

お 迎 え 担 当
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○
お仮殿担当、神輿警護担当は、引き続き警護にあたる

お 仮 殿 担 当
神 輿 警 護 担 当

○ 白丁担当は、威儀物、高張堤燈を固定する（御仮殿の後側へ行列出発
まで置く）

白 丁 担 当

○
白丁を年番事務所に移動させ、昼食とし以後休憩させる

白 丁 担 当
奉 仕 渉 外 担 当

＊（和田町若衆頭様に御神酒３本上げる） 神 輿 受 渡 担 当

○ 責任役員様、和田町様、年番町参列者の順で御神酒頂戴をする 神 輿 受 渡 担 当

○ 総代は御礼の挨拶をする 総 代

口上
「和田町様、責任役員様、和田町若衆頭様　本日は早朝から
有り難うございました」

○ 神輿受渡担当、神輿警護担当は和田町様と御仮殿へ御神輿を奉安す
る

神 輿 受 渡 担 当
神 輿 警 護 担 当

○ 口上 「年番町総代からお礼の挨拶です」 司 会 （ 総 代 ）

行 列 案 内 担 当 御 仮 殿

○ 食糧担当は年番事務所へ戻り、昼食の手配をする
食 糧 担 当

奉 仕 庶 務 担 当

○ 年番町は左右二列に整列し、御神輿をお迎えする 神 輿 受 渡 担 当

宮 司 正 装

獅 子 交 通 担 当⇒ ⇒

11:00 ◎ 行列が御仮殿に到着する

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
白 丁

⇒年 番 町 印

拍 子 木

御 神 輿

威 儀 物

年 番 総 員 責 任 役 員 様
和 田 町
役 員 様

天 満 宮 御 祭 禮 神 幸 祭 供 奉 行 列 順

（ 御 旅 所 ～ 御 仮 殿 ）

金 棒

交 通 担 当 前 駆 担 当 行列案内担当⇒ ⇒ ⇒

10:30 ◎
御旅所前に２列に整列し、神幸祭供奉行列順（別紙：神幸祭行列２日目参
照）にて御仮殿へ向かう

行 列 案 内 担 当 御 旅 所

○ 交通担当⇒前駆担当⇒行列案内担当⇒金棒・年番町印・拍子木⇒年
番総員⇒お神輿（威儀物・白丁・宮司正装）⇒責任役員様⇒和田町役
員様⇒獅子⇒交通担当
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年 番 事 務 所

＊（総務統括、総務、白丁、書記、記録、交通、前駆、神輿受渡、獅子警
護、報導、稚児・手古舞行列、稚児・手古舞救護、行列案内、風流物、
呼出、受付、お迎え、連絡、町内会計、天満宮会計、事務所、応接渉
外、食糧、奉仕渉外、奉仕庶務の各担当　）

左 記 担 当

○ ＊町内会計、天満宮会計、事務所、応接渉外、奉仕庶務、奉仕渉外の
各担当は昼食後も応接及び会計・事務処理等に当たる 事 務 所 担 当

左 記 担 当＊（町内会計、天満宮会計、事務所、応接渉外、奉仕庶務、奉仕渉外
の各担当）

○ ＊お仮殿担当、神輿警護担当は昼食とする
お 仮 殿 担 当
神 輿 警 護 担 当

○ 年番事務所に移動し、昼食をとり一旦休憩とする　　（解散可）
食 糧 担 当

奉 仕 庶 務 担 当

天 満 宮

○ ＊お宮番担当は昼食とする お 宮 番 担 当

○ お仮殿担当、神輿警護担当の昼食を御仮殿に届ける 食 糧 担 当 御 仮 殿

12:50 ◎ 昼食、休憩 食 糧 担 当

○ お宮番担当の昼食を、天満宮に届ける 食 糧 担 当

○ 釈迦町若衆様退下の際、年番町各係員は２列に整列しお見送りする お 仮 殿 担 当

＊「ご苦労様でした」と声をかける

○
お仮殿担当、神輿警護担当は、引き続き警護にあたる

お 仮 殿 担 当
神 輿 警 護 担 当

＊（釈迦町若衆様に御神酒３本を上げる）

○ 総代は御礼の挨拶をする 総 代

口上 「有り難うございました」

○ 続いて緋綱掛けが行われる 神 輿 警 護 担 当

①
釈迦町若衆様奉仕による、お綱掛け替え奉仕時に各係員は御仮殿
前に整列し、お綱掛け替えを見守る

②
釈迦町若衆様奉仕による、お綱掛け替えが終了し年番町代表よりお
礼の挨拶後、御神酒頂戴を行い退下する

○ 釈迦町若衆様は到着後直ちに参拝して、御神輿お綱掛けのお綱外しを
行う

釈 迦 町 若 衆 様

○ 外したお綱は年番町より和田町様に届ける 神 輿 受 渡 担 当

12:10 ◎ お綱掛け替え 神 輿 受 渡 担 当 御 仮 殿

○ 各係員は御仮殿前両側に整列し、御神輿のお綱掛け奉仕の釈迦町若
衆様をお迎えする

神 輿 受 渡 担 当

11:00 ◎ 警備本部へ昼食を届ける 食 糧 担 当 警 備 本 部

○
年番事務所の昼食を用意する　（昼食は１２：５０頃）

食 糧 担 当
奉 仕 庶 務 担 当

年 番 事 務 所

4 - 6
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年 番 事 務 所

＊御神輿棒を抜くときに使用する工具（ラジェット）を忘れずに（神輿警護担当）

◎ ＊交通担当及び報導担当は御仮殿と和田町へ行く班と二手に分かれる 左 記 担 当

◎
事務所担当、応接渉外担当は事務処理に当たり天満宮にて合流する

事 務 所 担 当
応 接 渉 外 担 当

年 番 事 務 所

＊（報導、交通、お迎え、行列案内、呼出、受付、連絡　の各担当） 左 記 担 当

◎ 白丁を御仮殿へ案内する 白 丁 担 当 年 番 事 務 所

＊（前駆、連絡、総務統括、総務、応接渉外、食糧、記録、書記、稚児・手
古舞行列・稚児・手古舞救護、神輿受渡、神輿警護、獅子警護、町内会
計、天満宮会計、交通、報導、行列案内　の各担当）

左 記 担 当

◎ 下記の班は和田町へ出発する　　（4-8-2）へ 呼 出 担 当

年 番 事 務 所

16:45 ◎ 下記の班は御仮殿へ出発する　（4-8-1）へ 前 駆 担 当 年 番 事 務 所

○ 各係員（正装堤燈持参）・稚児・手古舞及び付添い者は年番事務所で夕
食とする

食 糧 担 当
奉 仕 庶 務 担 当

＊（総務統括、総務、白丁、書記、記録、交通、前駆、神輿受渡、獅子警
護、報導、稚児・手古舞行列、稚児・手古舞救護、行列案内、呼出、受
付、お迎え、連絡、町内会計、天満宮会計、事務所、応接渉外、食糧、
奉仕渉外、奉仕庶務　の各担当）

左 記 担 当

16:30 ◎ 還幸祭のために出発準備をする 総 務 担 当

御 仮 殿

○
＊お仮殿担当、神輿警護担当は御仮殿にて夕食にする

お 仮 殿 担 当
神 輿 警 護 担 当

○
白丁担当は、年番事務所で白丁に夕食とさせる

白 丁 担 当
奉 仕 渉 外 担 当

年 番 事 務 所

○ ＊お宮番担当は天満宮にて夕食にする お 宮 番 担 当

○ お仮殿担当、神輿警護担当に夕食を届ける 食 糧 担 当

16:00 ○ 警備本部に夕食を届ける 食 糧 担 当 警 備 本 部

○ お宮番担当に夕食を届ける 食 糧 担 当 天 満 宮

○ 風流物担当に和田町表示板前へ夕食を届ける 食 糧 担 当

○ ＊風流物担当は全町内様の到着を確認後、和田町にて夕食とする 風 流 物 担 当

15:00 ◎ 風流物担当は正装、堤燈持参で年番事務所に集合し和田町へ向かう 風 流 物 担 当 年 番 事 務 所

15:30 ○ 風流物が、和田町に詰めることができる様誘導に当る 風 流 物 担 当 和 田 町
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宮司正装

⇒

拍 子 木

御神輿

威儀物
⇒

白丁

金 棒

⇒ 稚児・手古舞 年 番 総 員年 番 町 印 ⇒ ⇒

＊（２発目の花火で合流できるのがベスト）

御 仮 殿 を 出 発 し て 和 田 町 へ 行 く 行 列

交 通 担 当 前 駆 担 当 行列案内担当⇒ ⇒ ⇒

○ 交通担当は行列順路の角々にて、順路に進入車が無い様交通整理に
当る

交 通 担 当

＊行列の先頭に２名、後尾に２名、中間は一定間隔に行列の左側に付
き行列の安全に当る

○ 行列は、和田町供奉順位表示板前を通過し、直進して行列最後部が鴨
川豆腐店交差点を通過した時点で行列を止め、和田町出発行列の合
図を待つ

前 駆 担 当

＊交通⇒前駆⇒行列案内⇒町印⇒拍子木・金棒⇒稚児・手古舞⇒年
番⇒白丁の順

○ 行列は、御神輿に供奉し和田町へ向かう 前 駆 担 当

○ お仮殿担当は行列出発後、御仮殿周囲を清掃し、太鼓、御神輿台を天
満宮御中座に設置し、拝殿前で御神輿をお迎えする

お 仮 殿 担 当
奉 仕 渉 外 担 当

17:50 ◎ 総指揮者は、還幸祭供奉行列の出発を指示する 総 指 揮 者

○ 還幸祭供奉行列が御仮殿を出発する 総 務 統 括 担 当

②
神輿警護担当は、御神輿の両側につき警護に当る 神 輿 警 護 担 当

③ 白丁担当は、威儀物、高張堤燈の行列順位を確認する 白 丁 担 当

17:30 ○ 還幸祭供奉行列の出発準備にあたる　（別紙：還幸祭行列順Ⅰ参照） 総 務 統 括 担 当

① 交通⇒前駆⇒行列案内⇒町印⇒拍子木・金棒⇒稚児・手古舞⇒年
番を、白丁の前へ２列に整列させる

連 絡 担 当

○ 白丁担当は、白丁人員の確認と行列の準備につく（御仮殿より台座へ
移す）

白 丁 担 当

○ 宮司によりお祓い 宮 司 様

17:00 ◎ これから還幸祭になる　　（御仮殿にて） 総 務 統 括 担 当 御 仮 殿

○ 各係担当は人員の確認にあたり、総務統括へ報告する 総 務 統 括 担 当

4 - 8 1
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⇒

元 町 様
（ 弥 勒 ）

交 通 担 当⇒ ⇒

和 田 町
役 員 様

第 一 番 町
役 員 様

各 町 役 員 様
（ 供 奉 順 ）

⇒ ⇒ ⇒

口上
「年番より報道に参りました。午後６時出発しますので宜しくお
願い致します」

和 田 町 に て 整 列 す る 行 列 順

責 任 役 員 様
六 町 目
役 員 様

獅 子⇒ ⇒ ⇒

○ 報導、お迎え、風流物の各担当は呼出し担当の下方に整列し、各町様
のお迎えに当る

報 導 担 当
お 迎 え 担 当
風 流 物 担 当

＊脱帽の上「ご苦労様です｣と声をかける

17:50 ○ 各町様出発の案内報道に当たる　　（別紙：報道口上参照） 報 導 担 当

＊責任役員様⇒六丁目役員様⇒獅子⇒和田町様⇒各町様⇒以下
供奉順の通り⇒後尾に元町様⇒交通担当２名

○ 獅子警護担当は獅子の警護に当る　(２名） 獅 子 警 護 担 当

○ 呼出、受付、連絡の各担当は供奉順位表示板前に整列し、各町様が順
位表示板前を通過する前に各町様の呼出に当る

呼 出 担 当
受 付 担 当
連 絡 担 当

口上
「年番より報道に参りました。午後６時４０分天満宮大鳥居前
にて、御神輿の引継ぎの儀へのお立合いを宜しくお願い致し
ます」

○ 還幸祭供奉行列の出発準備にあたる 総 務 統 括 担 当

○ 行列準備は別紙（還幸祭行列順　Ⅱ）のとおり整列し出発を待つ 総 務 担 当

＊責任役員様⇒六町目役員様⇒獅子⇒和田町様⇒第一番町様⇒以
下供奉順の通り⇒後尾に元町様

○ 風流物担当は各町様風流物を供奉順位表示板前まで案内にあたる 風 流 物 担 当

17:30 ○ 釈迦町様、元町様へ御神輿引継ぎ立合いの報道をする 報 導 担 当

17:00 ◎ これから還幸祭になる　（和田町にて） 総 務 統 括 担 当 和 田 町

17:00 ○ 呼出担当は、各町様の到着を確認する 呼 出 担 当 和 田 町

4 - 8 2
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⇒

各 町 役 員 様
（ 供 奉 順 ）

元 町 様
（ 弥 勒 ）

交 通 担 当⇒ ⇒ ⇒

獅 子
和 田 町
役 員 様

第 一 番 町
役 員 様

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

白丁

宮司正装

⇒

拍 子 木

御神輿

威儀物 責 任 役 員 様
六 町 目
役 員 様

金 棒

⇒ 稚児・手古舞 年 番 総 員年 番 町 印 ⇒ ⇒

＊還幸祭供奉行列順は別紙（還幸祭供奉行列順　Ⅱ）の通り 呼 出 担 当

和 田 町 を 出 発 し て 天 満 宮 へ 行 く 行 列

交 通 担 当 前 駆 担 当 行列案内担当⇒ ⇒ ⇒

○ 和田町出発の先頭、責任役員様は、御仮殿出発行列の次に付く

○ 報導担当は、行列の右側に間隔を置き配列し、各員に「堤燈を高く上げ
廻して」出発の合図を先頭員に送る

報 導 担 当

○ お迎え、風流物、呼出、受付、連絡　の各担当は呼び出し終了後、天満
宮馬場先へ直行し、整列して行列のお迎えに当たる 左 記 担 当

＊（お迎え担当、風流物担当、呼出担当、受付担当、連絡担当）

⑤
元町様の後に交通担当２名が付く 交 通 担 当

18:00 ◎ 御仮殿出発行列に合流し、和田町を出発する（２度目の花火で合流すると
良い）

行 列 案 内 担 当

②
以下供奉順に呼び出し　　（不参加の呼出しは行わない） 報 導 担 当

お 迎 え 担 当
風 流 物 担 当

③
第１９番町元町様を呼び出し最終とする

④
風流物の呼び出しは無い

○ ハンドマイク使用し、各町様の呼び出しに当る 呼 出 担 当

①
口上

「町印の呼び出しを申し上げます。責任役員様」⇒「獅子六町
目様」⇒「纏 和田町様」⇒「第一番町○○様」⇒「・・・」

呼 出 担 当
受 付 担 当
連 絡 担 当

＊合図は堤燈を高く上げ廻して合図とする

○ 各町様を詰所から呼び出しに当る 呼 出 担 当

＊「堤燈を高く上げ、廻して合図」とし、配列の報導担当は同様の合図を
送る

報 導 担 当

18:00 ◎ 各町様の呼び出しに当る 呼 出 担 当
和 田 町

○
報導担当は、行列の右側に間隔を置き配列し前後の連絡確保にあたる

報 導 担 当

4 - 9
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口上
「年番より報道に参りました。御神酒頂戴の準備が出来ます
間、ご休憩をお願い致します」

○ 町印・拍子木・金棒を一旦休憩させる 前 駆 担 当

○ 天満宮到着後、稚児・手古舞、付添いの方に挨拶し粗品を手渡しなが
ら、帰宅途中の注意をして解散させる

稚 児 ・ 手 古 舞
行 列 担 当
救 護 担 当

① 六町目様が馬場先Ｔ字路を通過した時点で伝達を出す

口上
「年番より報道に参りました。御神酒頂戴の準備が出来ます
間、ご休憩をお願い致します」

② 第１番町様が馬場先Ｔ字路約10ｍ位手前に達した時点で、先頭の報
導担当は、後方の係員に合図し各町様に休憩の伝達を出す

○ 還幸祭供奉行列は元町より天満宮馬場先に左折する 行 列 案 内 担 当

○ 休憩報道 報 導 担 当

○ お仮殿、お宮番、事務所、応接渉外の各担当は拝殿前でお神輿をお迎
えする お 宮 番 担 当

左 記 担 当

＊（お仮殿担当、お宮番担当、事務所担当、応接渉外担当）

18:40 ◎ 天満宮へ到着 行 列 案 内 担 当

○ 供奉行列に参加の各係員は、供奉行列が天満宮馬場先に到着後、天
満宮橋の内側に整列しお迎えに当る

行 列 案 内 担 当

左 記 担 当

＊（総務統括、総務、書記、記録、交通、前駆、獅子警護、行列案内、町
内会計、天満宮会計、食糧、神輿受渡、神輿警護　の各担当）

○ 宮司、お神輿は天満宮橋の前に、白丁は右側に到着 白 丁 担 当

◎ 天満宮馬場先のお迎え お 宮 番 担 当

○ 呼出、受付、お迎え、風流物、連絡の各担当は、和田町呼出し終了後、
直ちに和田町供奉順位表示板前から天満宮馬場先に直行し、整列して
お迎えに当る

お 迎 え 担 当

左 記 担 当

＊（呼出担当、受付担当、お迎え担当、風流物担当、連絡担当）

18:00 ◎ 高張堤燈の点灯 お 宮 番 担 当 天 満 宮

○ 天満宮内高張堤燈、馬場先入口高張堤燈　等御神燈の全てに点灯す
る

4 - 10
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⑯
天満宮内側のお迎え組はその場所にて各町様をお迎え、お見送りする 行 列 案 内 担 当

左 記 担 当

＊（総務統括、総務、書記、記録、交通、前駆、獅子警護、行列案内、町
内会計、天満宮会計、食糧、神輿受渡、神輿警護　の各担当）

⑭
宮司・神職により神璽奉遷の儀が執り行われる 宮 司

⑮
馬場先のお迎え組は、その場所にて各町様をお迎え、お見送りする

お 迎 え 担 当
左 記 担 当

＊（呼出担当、受付担当、お迎え担当、連絡担当、風流物担当）

＊（拝殿の電灯は中央にあわせる）

⑫
釈迦町様により、御神輿のお綱外しが行われる 釈 迦 町 様

⑬
年番町、お綱外しのため拝殿内向かって左側に着座する 総 代

⑩
御神輿は釈迦町様とともに御中座にお移し、奉安する

＊神輿警護担当は御中座にお移し奉安する際、台車を外し倉庫内に移
す　　（御神輿御中座にお入りの際、御中座前面左右の注連笹竹は上
げない）

神 輿 警 護 担 当

⑪
御中座にて御神輿を御祈祷し、釈迦町様のみにより御中座から天満宮
拝殿にお移し、奉安する

釈 迦 町 様

口上 「お神輿をお引渡し致します」

⑧
両宮元町様、御神輿お引受けの挨拶をする

⑨
御神輿は、年番町より両宮元町様にお引渡しされる

⑥
両宮元町様が、御神輿の見定めを行う 両 宮 元 町 様

⑦
儀式終わって総代、両宮元町様に御神輿のお引渡しの挨拶をする 総 代

④
年番町は、向かって左側に整列する

⑤
年番町総代、両宮元町様に御神輿の見定めをお願いする 総 代

口上 「お神輿の見定めをお願い致します」

②
白丁は天満宮大鳥居右から境内へ入る 白 丁 担 当

③
両宮元町様は、向かって右側に整列する 行 列 案 内 担 当

18:40 ◎ 御神輿引継の儀 神 輿 受 渡 担 当 天 満 宮

①
御神輿は、天満宮大鳥居外に到着し奉安する 神 輿 受 渡 担 当
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口上
「年番より報道に参りました。各町様お済になりましたのでご出
発致しますので、宜しくお願い致します」

⑧ 交通⇒前駆⇒行列案内⇒責任役員様⇒獅子六町目様⇒纏 和田町
様・・・以下供奉順の各町様

＊（別紙：還幸祭行列順　Ⅲ　参照）

○ 報導担当は各町様のお神酒頂戴が終了後、直ちに出発の指示（口上別
紙）をし、明神町まで行列の右側に付く
＊他担当は天満宮お見送り後、明神町へ（4-13）

報 導 担 当

⑤
報導担当は、各町様を元町通りより、天満宮拝殿までご案内する

⑥
御神酒頂戴のとき責任役員様はじめ、各町様の提灯、帽子を預かる

お 宮 番 担 当
お 仮 殿 担 当

⑦
各町様、御神酒頂戴のお済になる頃を見計らって行列準備に当る 行 列 案 内 担 当

②
２番目の報導担当は、お手洗い前にてこれを受け次に合図

③
３番目の報導担当は馬場先中央にて合図

④ ４番目の報導担当は馬場先Ｔ字路にて、天満宮側よりの合図を受
け、各町様の代表に報道をする

口上
 「年番より報道に参りました。御神酒頂戴の準備が整いました
ので間もなくご案内致します、宜しくお願い致します」

＊案内順は、責任役員様⇒六町目様⇒和田町様・・・以下供奉順

＊報導担当の合図の出し方　（堤燈を高く上げ廻す）

①
先頭の報導担当は、天満宮拝殿前にて合図

18:40 ◎ 御神酒頂戴の儀 総 務 統 括 担 当 天 満 宮

○ 各町様に御神酒頂戴の報道を出す   （口上別紙） 報 導 担 当

4 - 12
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ここに祭儀の全てが終了いたしました
“皆様、ご苦労様でした”

○ 年番町代表は、年番奉仕各係員に対して、お礼の挨拶と年番町として
の任務遂行出来たことに対して感謝申し上げる

総 代 年 番 事 務 所

年番総代挨拶

（総代にまかせる）

○ 拝殿障子をはめ込む お 宮 番 担 当

○ 御神酒頂戴後、　全奉仕員は交通⇒前駆⇒行列案内⇒町印を先頭に２
列に整列して年番事務所に帰着する

前 駆 担 当

18:40 ○ 年番奉仕員は各町様お見送り終了後、天満宮に集合し参拝 総 務 統 括 担 当 天 満 宮

○ 御神酒頂戴を行う 総 務 担 当

呼 出 担 当
左 記 担 当

＊（呼出担当、受付担当、お迎え担当、連絡担当、風流物担当）

○ 各係は、神幸祭時整列と同様に整列し、脱帽にて「ご苦労様でした」ま
たは「ありがとうございました」と声をかけ、各町様のお見送りに当る 総 務 担 当

左 記 担 当

＊（総務統括、総務、書記、記録、交通、前駆、獅子警護、行列案内、町
内会計、天満宮会計、食糧、神輿受渡、神輿警護　の各担当）

⇒

元 町 様
（ 弥 勒 ）

交 通 担 当⇒ ⇒

○ 呼出担当は、明神町供奉順位表示板前にて　行列が通過の際、ハンド
マイク使用し各町様の呼び出しに当る
「責任役員様」「獅子六町目様」「纏和田町様」・・・

和 田 町
役 員 様

第 一 番 町
役 員 様

各 町 役 員 様
（ 供 奉 順 ）

⇒ ⇒ ⇒

⇒

責 任 役 員 様
六 町 目
役 員 様

獅 子⇒ ⇒ ⇒ ⇒

○ 馬場先、天満宮橋内側にて各町様をお見送りした係員はお見送り終了
後、直ちに明神町供奉順表示板の場所に直行し、神幸祭時整列と同様
に整列し、各町様お見送りの準備に当る

総 務 担 当
左 記 担 当

＊（総務統括、総務、書記、記録、交通、前駆、獅子警護、行列案内、町
内会計、天満宮会計、食糧、神輿受渡、神輿警護　の各担当）

天 満 宮 か ら 明 神 町 へ の 行 列

交 通 担 当 前 駆 担 当 行列案内担当⇒ ⇒

18:40 ◎ お見送り 総 務 統 括 担 当 明 神 町

○ 白丁担当は御神酒頂戴してお見送り後、白丁を年番事務所まで送り、
その後天満宮に戻り参拝する

白 丁 担 当
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